
過去１０年間の社会保険に関する一般常識の出題傾向（択一式 平成２０年～平成２９年 ２５０肢） 
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（注） 

平成 29 年  ⑤ ⑤ ③ ① （⑤）  ⑤     ⑥ 

平成 28 年 ② ② ①  ⑤ （⑤）   ⑤  ⑤ ⑤  

平成 27 年 ② ③ ⑤ ⑤  （⑤）     ⑤ ⑤  

平成 26 年 ⑤  ⑤  ⑤ ⑤    ⑤    

平成 25 年 ⑤ ⑤  ⑤  ⑤ ⑤       

平成 24 年  ⑤ ⑤ ① ②   ⑤     ⑦ 

平成 23 年 ⑥ ⑥ ①  ⑤    ⑤    ② 

平成 22 年 ⑤ ⑤ ⑤   ⑤    ⑤    

平成 21 年 ⑤ ⑤ ⑤ ② ②   ⑤     ① 

平成 20 年 ⑤  ⑤ ⑤  ⑤ ⑤       

合計 ３５ 36 37 21 20 20

（35） 
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（注）その他⑯ 

平成 29 年（社会保障協定⑤、厚生年金①）、 平成 24 年（高額介護合算療養費⑤、基金②）、平成 23 年（国年①、厚生年金①） 

平成 21 年（基金①）、 

 

社会保険労務士法は、平成 27 年～平成 29 年…労務管理その他の一般常識で出題 

 

 



出題傾向 

過去 10 年間の肢数をカウントすると 

1 位：介護保険法 ２位：高医法 ３位；国民健康保険法、社会保険労務士法がベスト３になります。 

 

次いで、確定拠出、確定給付になりますが、この２つの法律は、各年での出題になっています。  

ただし、両方の法律とも基礎知識の習得は必要です。 

 

その他の科目で見ると 

児童手当法が、平成 20 年、平成 25 年と 5年おきに出題されています。 

特に、費用の負担部分含めて数字に関する内容は、しっかり暗記しておくことが必要です。 

 

また、沿革は、平成 19 年に 5肢で出題され、その後平成 22 年、平成 26 年と出題されています。 

 

ここ 10 年の出題間隔で考えると、児童手当法と沿革は重要です。 

 

 


